
「避難に関する啓発活動」について

資料４



意見交換の目的

木津川上流部の取組のうち「避難に関する啓発活動
について(課題の整理番号G)」の進捗、内容の深化す
るための意見交換

木津川上流部における
避難に関する啓発活動
を考えることは重要！

例：宇陀市
宇陀市自主放送チャンネル「うだチャン１１」を
活用した住民に対する防災知識の普及

例：笠置町
地区別のタイムライン（防災行動計画）の作成支援 等

■意見交換の目的

●意見交換参考資料
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【実施内容】
住民の防災地意識の高揚を図るため、CATVを活用し、
避難情報や避難方法等の防災力向上を図る。

【避難体制の強化】宇陀市自主放送チャンネル
「うだチャン１１」を活用した住民に対する防災知識の普及

【取組内容】：防災知識の普及

【場所】：奈良県宇陀市

【開催概要】
宇陀市の情報発信ツールの大きな強みであるケーブルテレビ「うだチャン11」（市内加入率
98％）を活用し、市の自主製作による「身近な防災対策」（水害・土砂災害の防災情報の伝え
方）や「ハザードマップの見方」（宇陀市版）を作成し出水期を中心に放送を行いました。

宇陀市

【効果】・基本的な防災知識を得ることで災害時に安全かつ迅速な避難・誘導が行える。

【開催状況】 5月21日～12月31日の間 1日6回放送（放送回数 1,350回）

11月1日～12月31日の間 1日6回放送（放送回数 312回）

その他、消防団募集PVや防災サポーター養成講座等を放送。4月からは「防災入門～南海トラフ地震から命を守る～を放送予定
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【実施内容】
地区ごとに応じたタイムラインの作成に
係る説明会の実施及び策定支援の実施

【避難体制等の強化】地区別のタイムライン（防災行動計画）の作成支援

【取組内容】地区タイムラインの作成
【場 所】京都府相楽郡笠置町

【現状の課題】
笠置町内では６地区の集落があり、これまで全地区においてタイムラインが未作成の状態。
現在６地区中４地区の作成が完了し、令和３年度内において残り２地区の作成を予定。

笠置町

【効果】
・地区別のタイムラインの作成により有効な避難実行性の確立及び向上が図られた。

○各地区ごとにタイムラインの作成に着手
⇒ワークショップ形式にすることで意欲的に着手

○防災士や京都府職員、町職員がサポート
⇒充実したサポート体制のもと取組が可能

○水害と土砂災害のそれぞれについて素案作成
⇒後日、地区ごとで素案を協議し成果物を町に報告（済）

○防災士によるタイムラインの意義等の説明
⇒参加者の理解等を深める

○各地区の中核を担う自治会役員を参集
⇒地区住民への周知徹底が図れる

○町作成の防災マップをはじめ様々なツールを使用
⇒ハザード情報の収集に努め、住んでいる地区の状況を把握

タイムライン作成時防災士による説明会

説明後
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的

◆
自
分
の
安
全
を
自
分
で
確
保
す
る
方
法
を
学
び
自
助
を
高
め
る
。

◆
地
域
で
支
え
あ
う
約
束
づ
く
り
。
◆
緊
急
時
に
率
先
避
難
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
増
や
す
。

【
第
１
回
テ
ー
マ
】
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、
個
人
の
避
難
行
動
を
考
え
る
。
（
全
２
回
）

1
7
%

6
2
%

9
%

9
%

3
%

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
容
に
つ
い
て

非
常
に
良
か
っ
た

良
か
っ
た

普
通

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た

非
常
に
良
く
な
か
っ
た

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

・
今
回
の
資
料
を
町
内
の
方
に
配
布
が
で
き
れ

ば
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
助
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

・
改
め
て
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
を
再
確
認

で
き
た
。

・
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
想
定
す
る
こ
と
が
良
か
っ

た
。

・防
災
意
識
が
よ
り
高
ま
っ
た
。

・
情
報
の
入
手
方
法
が
解
っ
た
。

・
「
台
風
情
報
確
認
」、
「
食
材
の
買
い
出
し
」、
「防
風
対
策
」、
「家
族
に

ラ
イ
ン
」
、
「
避
難
可
能
な
服
装
へ
の
着
替
え
」、
「
ガ
ス
、
電
気
、
戸
締
り

の
確
認
」
、
「
地
域
の
人
を
避
難
所
に
連
れ
て
行
く
」、
「近
く
の
集
合
住

宅
の

4
階
に
避
難
」
等
の
防
災
行
動
が
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
」
・
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
・
「
地
域
の
約
束
」
を
作
ろ
う
！

～
第

1
回

名
張
地
区

み
ん
な
で
逃
げ
よ
う
（

M
iN

i）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
～

R
2

.1
2

.1
3

【問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局
木
津
川
上
流
河
川
事
務
所
調
査
課

〒
518-07

23 三
重
県
名
張
市
木
屋
町

812-1 
（T

E
L
）

0595-63-1611

人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
自
然
を
守
り
川
と
と
も
に
生
き
る

木
津
川
上
流
河
川
事
務
所

〇
名
張
市
内
の
黒
田
地
区
で
引
堤
事
業
の
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
て
い
る
一
方
、
避
難
等
の
ソ
フ
ト
対
策
も
重

要
で
あ
り
、
水
害
や
土
砂
災
害
に
備
え
て
、
い
つ
・ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
を
話
し
合
う
場
と
し
て

1
2
月
１

3
日
（
日
）
に
、
名
張
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
「み
ん
な
で
逃
げ
よ
う
（
M

iN
i）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

し
ま
し
た
。

〇
第

1
回
は
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
、
個
人
の
避
難
行
動
を
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
と
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
日

時
】
：

1
2
月
１

3
日
（
日
）

1
３
時
３
０
分
～

1
5
時
３
０
分

【
場

所
】
：
名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

A
S

P
IA

1
階

ア
ス
ピ
ア
Ⅰ
・
Ⅱ

【
実
施
内
容
】
：
名
張
市

み
ん
な
で
逃
げ
よ
う
（

M
iN

i）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
参

加
者
】
：

3
6
名
（
名
張
地
区
住
民
）

木
津
川
上
流
河
川
事
務
所

・
南
町
、
朝
日
町
で
第
二
期
の
河
川
改
修
を
行
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
危

機
意
識
を
持
ち
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【参
加
者
の
意
見
】

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

【マ
イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
結
果
】

現
場
ス
タ
ッ
フ
は
、
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
、
手
袋

を
着
用
し
て
飛
沫
拡
散
防
止
と
接
触
を
回
避

大
阪
、
名
張
、
東
京
を

リ
モ
ー
ト
で
結
ん
で
開
催

会
場
の
様
子
は
、
カ
メ
ラ
映
像
を

東
京
、
大
阪
と
共
有
し
な
が
ら
実
施

7
6
%

2
1
%

3
%

防
災
へ
の
意
識
の
変
化
に
つ
い
て

自
分
の
意
識

は
向
上
し
た
と

思
う

自
分
の
意
識

に
変
化
は
な

い
と
思
う

分
か
ら
な
い

～
開
催
概
要
～
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W
e
b配

信
の
様

子
（
き

た
先
生
）

「
洪

水
災

害
」

や
「

土
砂

災
害

」
に

つ
い

て
興

味
や

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
、

木
津

川
上

流
河

川
事

務
所

、
紀

伊
山

系
砂

防
事

務
所

は
合

同
で

、
伊

賀
市

立
大

山
田

小
学

校
の

４
年

生
（

児
童

３
２

名
）

を
対

象
に

職
員

が
先

生
と

な
り

、
出

前
講

座
を

実
施

し
ま

し
た

。

【
問

い
合

わ
せ

先
】

国
土

交
通

省
近

畿
地

方
整

備
局

木
津

川
上

流
河

川
事

務
所

調
査

課
〒

5
1

8
-
0

7
2

3
三

重
県

名
張

市
木

屋
町

8
1

2
-
1

T
E

L
 0

5
9

5
-
6

3
-
1

6
1

1

概
要

土
砂
災
害
は
、
三
つ
あ
り

ま
す
。
わ
か
る
か
な
？

現
場

配
信

の
様
子

（
は
し

先
生
）

紀
伊

山
系

砂
防

事
務

所
紀
伊
半
島

大
水
害

か
ら10年

【
日

時
】

：
令

和
３

年
７

月
１

５
日

（
木

）
１

０
:４

５
～

１
１

:３
0

【
場

所
】

：
大

山
田

小
学

校
教

室
＆

W
e
b
配

信
【

参
加

者
】

：
大

山
田

小
学

校
４

年
生

３
２

名
は

し
先

生
：

木
津

川
上

流
河

川
事

務
所

職
員

き
た

先
生

：
紀

伊
山

系
砂

防
事

務
所

職
員

（
W

e
b
参

加
）

【
内

容
】

：
・

土
砂

災
害

の
起

こ
り

方
、

危
険

性
に

つ
い

て
・

洪
水

災
害

、
伊

賀
市

に
あ

る
遊

水
地

の
効

果
に

つ
い

て
ス

ラ
イ

ド
や

動
画

を
活

用
し

、
災

害
時

の
危

険
性

を
認

識
す

る
と

と
も

に
避

難
行

動
に

つ
い

て
、

学
習

を
行

い
ま

し
た

。

土
石
流
は
水
と
土
砂
と

流
木
が
一
体
と
な
っ
て
、

と
て
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

流
れ
て
き
ま
す
！

速
度
は
陸
上
100

mの
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
く
ら
い

！

土
砂

災
害

の
動

画
を

使
っ

て
紹

介
し

ま
し

た
。

＜
授

業
を

受
け

た
生

徒
の

声
＞

・
楽

し
か

っ
た

で
す

、
ま

た
授

業
受

け
た

い
で

す

・
先

生
に

ま
た

来
て

ほ
し

い
で

す

・
避

難
行

動
に

つ
い

て
知

れ
て

よ
か

っ
た

で
す

・
家

に
帰

っ
て

か
ら

家
族

に
も

話
し

た
い

で
す

伊
賀
市
に
は
、
洪
水
を
一
旦
貯
め
る
遊
水
地
が
あ
り
ま
す
。

淀
川

木
津
川
上
流
域

木
津
川

宇
治
川

桂
川

大
阪
湾

（
笠
置
橋
よ
り
上
流
）

名
張
川

宇
陀
川

青
蓮
寺
川

木
津
川

柘
植
川

服
部
川

●
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所

●
木
津
川
上
流
河
川
事
務
所

●
大
山
田
小
学
校

－
木

津
川

上
流

河
川

事
務

所
・

紀
伊

山
系

砂
防

事
務

所
－

2
021

.07
.16

水
害
・
土
砂
災
害
時
の
行
動
を
学
習

～
木
津
川
上
流
河
川
事
務
所
と

紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
が
、
合
同
で
出
前
講
座
を
実
施
～
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天
川
村
の
地
元
小
中
学
生
に

砂
防
事
業
の
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た

〇
紀
伊
半
島
⼤
⽔
害
で
⼤
き
な
被
害
を
受
け
た
天
川
村
冷
⽔
地
区
校
区
内
の
天
川
⼩
中
学
校
の
⽣
徒

を
対
象
に
、防

災
学
習
の
⼀
環
として

、砂
防
事
業
の
必
要
性
や
冷
⽔
地
区
で
の
事
業
に
関
す
る
出
前

講
座
を
実
施
しま
した
。

〇
梅
⾬
明
け
後
の
強
い
⽇
差
しの
中
、⼯

事
現
場
で
⾏
わ
れ
て
い
る
対
策
⼯
事
を
⾒
学
して
も
らった

ほ
か
、

ICTを
活
⽤
した
建
設
機
械
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
した
。

【問
い
合
わ
せ
先
】
国
⼟
交
通
省
近
畿
地
⽅
整
備
局

紀
伊
⼭
系
砂
防
事
務
所

調
査
課

〒
637-0002 奈

良
県
五
條
市
三
在
町

1681
TEL 0747-25-3111（

代
）

〜
紀
伊
⼭
系
砂
防
事
務
所
・⼤
規
模
⼟
砂
災
害
対
策
技
術
セ
ン
タ
ー
〜

紀
伊

半
島

大
水
害

か
ら
1
0年

-あ
の

日
の
災

害
を

忘
れ
な

い
-

＜
開
催
⽇
＞

令
和
３
年
７
⽉
19⽇

（
⽉
）
9:40〜

11:30
＜
⾒
学
場
所
＞

冷
⽔
地
区
（
奈
良
県
天
川
村
坪
内
）

＜
参
加
者
＞

天
川
村
⽴
天
川
⼩
中
学
校
7〜

9年
⽣
、
教
職
員
【
計
約
40名

】

兵
庫
県

滋
賀
県三

重
県

京
都
府

冷
⽔
地
区

（
奈
良
県
天
川
村
）

⼤
阪
府

和
歌
⼭
県

奈
良
県

冷
⽔
地
区
の
⼯
事
現
場
に
移
動
して
、対

策
⼯
事
の
内
容
を説

明
。

最
後
は
み
ん
な
で
記
念
撮
影
。

R3.7.19

ランチ
ル
ー
ム
で
⼟
砂
災
害
に
つ
い
て
の
講
義
を
実
施
。

さらにICTを
活
⽤
した
重
機
、⼯

法
や
インフラDXに

つ
い
て
も
説
明
。

⼟
砂
崩
れ
実
験
ｷｯﾄで

ﾒｶﾆｽﾞﾑも
説
明

深
層
崩
壊
に
つ
い
て
も
詳
しく説

明

ICT建
機
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
した

⽣
徒
さ
ん
の
感
想

・⼟
砂
災
害
に
は
複
数
種
類
が
あ
る
ことや

、村
内
で100箇

所
以
上
も
⼟
砂
災
害
が
発
⽣
す
る
恐
れ
が
あ
る
ことを

知
りま
した
。

・⼟
⽯
流
や
地
す
べ
りな
どの
⼟
砂
災
害
は
、⾝

近
に
起
こる
ことが

分
か
りま
した
。⽇

頃
か
ら気

を
つ
け
た
い
で
す
。

・10年
前
の
災
害
発
⽣
時
の
記
憶
は
な
い
の
で
、今

ま
で
実
感
が
わ
か
な
か
った
で
す
が
、⼯

事
現
場
に
来
て
み
て
、改

め
て

本
当
に
⼤
き
な
災
害
だ
と感

じま
した
。⼟

砂
災
害
を
防
ぐ⽅

法
を
実
験
キ
ットで

⾒
せ
て
くれ
て
分
か
りや
す
か
った
で
す
。

・国
と県

が
⼯
事
す
る
違
い
が
わ
か
りま
した
。重

機
が
か
っこよ

くて
、乗

れ
て
うれ
しか
った
。
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田
辺
市
の
地
元
小
学
5
年
生
が
熊
野
地
区
の

土
砂
災
害
発
生
現
場
を
見
学
し
ま
し
た

〇
紀
伊
半
島
大
水
害
に
より田

辺
市
熊
野
地
区
で
は
、崩
壊
土
砂
量

526万
m

3に
の
ぼ
る
深
層
崩
壊
と

それ
に
伴
う人
的
被
害
が
発
生
しま
した
。災
害
か
ら10年

経
った
現
在
、砂
防
堰
堤
や
管
理
用
道
路

が
完
成
し、引

き
続
き
床
固
め
工
群
の
整
備
等
を
実
施
して
い
る
ところ

で
す
。

〇
田
辺
市
の
地
元
小
学
生
に
対
して
、土
砂
災
害
に
つ
い
て
説
明
講
義
を
した
後
、熊
野
地
区
の
災
害

発
生
現
場
を
視
察
い
た
だ
きま
した
。

【問
い
合
わ
せ
先
】
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
調
査
課

〒
637-0002 奈

良
県
五
條
市
三
在
町

1681
TEL 0747-25-3111（

代
）

～
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
～

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
1
0年

-
あ
の
日
の
災
害
を
忘
れ
な
い
-

＜
開
催
日
＞

令
和
4
年
3
月
8
日
（
火
）
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0

＜
見
学
場
所
＞

田
辺
市
熊
野
地
区
の
災
害
発
生
現
場

＜
参
加
者
＞

田
辺
市
立
鮎
川
小
学
校
5
年
生
1
9
名
、
他
教
職
員
3
名

兵
庫
県

滋
賀
県三
重
県

京
都
府熊
野
地
区

（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

大
阪
府

和
歌
山
県

奈
良
県

R4.3.8

児
童
さ
ん
か
らの
感
想
・質
問

・土
砂
災
害
の
種
類
を知
る
ことが

で
きた
。深
層
崩
壊
は
恐
ろ
しい
と思
った
。

・工
事
は
何
人
が
か
りで
や
って
い
る
の
で
す
か
？
工
事
に
は
どれ
ぐらい

の
お
金
が
か
け
られ
て
い
ます
か
？

・進
捗
率
は
どれ
ぐらい

で
す
か
？
整
備
完
了
に
は
あ
とどれ

ぐらい
か
か
る
の
で
す
か
？

施
工
業
者
に
よ
る
工
事
内
容
の
説
明
と測
量
体
験

崩
壊
地
を
バ
ックに

して
の
集
合
記
念
撮
影

土
砂
災
害
の
種
類
を
動
画
や
クイズ

に
て
説
明

熊
野
地
区
で
発
生
した
災
害
概
要
と現
在
の
復
旧
状
況
を
説
明

い
や

さ
ぁ
、目
的
物
ま
で
の
距
離
を
測
って
み
よ
う！
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R
3
.9
.1
3

～
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
～

【問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局

紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所

調
査
課

〒
6
3
7
-0
0
0
2
奈
良
県
五
條
市
三
在
町
1
6
8
1

T
E
L：

0
7
4
7
-2
5
-3
1
1
1
（
代
）

今
年
は
、
紀
伊
半
島
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
2
3
年
紀
伊
半
島
大
水
害

か
ら
1
0
年
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
平
成
2
9
年
度
か
ら
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
の
管

轄
と
な
っ
た
宇
陀
市
に
て
、
こ
れ
ま
で
当
事
務
所
で
お
こ
な
っ
て
き
た
取
組
み
の
紹
介
や

土
砂
災
害
の
危
険
性
、
災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
宇

陀
市
役
所
1
Fロ
ビ
ー
で
「土
砂
災
害
ポ
ス
タ
ー
展
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
場
所

宇
陀
市
役
所
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

開
催
期
間

令
和
3
年
８
月
３
０
日
（
月
）
～
９
月
１
３
日
（
月
）

紀
伊
半
島
大
水
害

か
ら
1
0年

-あ
の
日
の
災
害
を
忘
れ
な
い
-

兵
庫
県

滋
賀
県

三
重
県

京
都
府

宇
陀
市

大
阪
府

和
歌
山
県

奈
良
県

一
般
利
用
の
方
が
観
覧
し
て
い
る
様
子

宇
陀
市
役
所
１
Ｆ
の
ロ
ビ
ー
に
て
展
示
を
行
い
ま
し
た

ポ
ス
タ
ー
展
で
は
こ
ん
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

●
宇
陀
市
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
行
し
て
い
る
の
で
、

も
う
一
度
確
認
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

●
あ
の
時
は
も
の
す
ご
い
雨
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

宇
陀
市
役
所
に
て

「土
砂
災
害
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
開
催

●
金
剛
市
長
も
写
っ
て
い
る
の
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

開
催
場
所

那
智
勝
浦
体
育
文
化
会
館
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
）

開
催
期
間

令
和
３
年
９
月
１
３
日
（
月
）
～
９
月
３
０
日
（
木
）

次
回
開
催
案
内

展
示
状
況
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奈
良
県
と
合
同
で
「
土
砂
災
害
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催 R
3
.9
.7

～
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
～

【問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局

紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所

調
査
課

〒
6
3
7
-0
0
0
2
奈
良
県
五
條
市
三
在
町
1
6
8
1

T
E
L：

0
7
4
7
-2
5
-3
1
1
1
（
代
）

今
年
の
9
月
で
紀
伊
半
島
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
2
3
年
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら

1
0
年
と
な
り
ま
す
。
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
被
災
状
況
と
そ
の
後
の
取
組
み
等
の
紹
介
や

土
砂
災
害
の
危
険
性
と
防
災
意
識
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
くた
め
、
奈
良
県
と
の

合
同
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
店
に
て
「土

砂
災
害
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
（
奈
良
県
橿
原
市
曲
川
町
7
丁
目
2
0
-1
）

開
催
期
間

令
和
３
年
９
月
３
日
（
金
）
～
９
月
６
日
（
月
）

共
催

•
奈
良
県

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

砂
防
・災

害
対
策
課

•
国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局

紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所

パ
ネ
ル
展
の
会
場
は
イ
オ
ン
２
階
の
広
場
で
実
施
。

国
と
県
に
よ
る
砂
防
事
業
説
明
の
様
子
。

紀
伊
半
島
大
水
害

か
ら
1
0年

-あ
の
日
の
災
害
を
忘
れ
な
い
-

パ
ネ
ル
展
で
は
こ
ん
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

●
近
くで
こ
ん
な
に
た
くさ
ん
の
土
砂
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
防
災
マ
ッ
プ
を
見
直
そ
う
と
思
い
ま
す
。

●
近
所
で
あ
る
会
合
で
防
災
対
策
に
つ
い
て
議
題
に
し
ま
す
。

開
催
場
所

那
智
勝
浦
体
育
文
化
会
館
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
）

開
催
期
間

令
和
3
年
9
月
1
3
日
（
月
）
～
9
月
3
0
日
（
木
）

次
回
開
催
案
内

兵
庫
県

滋
賀
県

三
重
県

京
都
府

橿
原
市

大
阪
府

和
歌
山
県

奈
良
県

●
1
0
年
も
経
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

土
砂
災
害
の
仕
組
み
を
模
型
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
説
明
。
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